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本
書
は
、
中
国
新
石
器
時
代
か
ら
秦
柳
代
に
至
る
中
国
葬
制
の
総
合
的
な

研
究
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
墓
の
年
代
的
変
化
や
地
域
的
特
色
を
多
角
的
に

解
明
す
る
一
方
、
絵
画
・
文
字
資
料
も
加
え
て
宗
教
思
想
の
復
元
に
ま
で
取

り
組
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
業
を
通
じ
て
、
秦
漢
代
に
至
っ
て
中
国
葬

制
の
長
い
伝
統
に
大
き
な
変
革
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て

い
る
。

　
本
書
の
内
容
は
考
古
学
に
と
ど
ま
ら
ず
、
多
く
の
分
野
の
研
究
者
に
大
き

な
刺
激
を
与
え
る
も
の
と
考
え
る
た
め
、
こ
こ
に
紹
介
し
て
若
干
の
意
見
を

述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
ず
本
書
の
構
成
を
示
す
。
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漢
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の
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二

　
次
に
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　
第
一
章
は
、
漢
墓
の
研
究
史
を
整
理
し
て
、
課
題
と
構
想
を
明
ら
か
に
し

た
も
の
で
あ
る
。
特
に
膨
大
な
調
査
成
果
を
総
合
的
に
理
解
す
る
上
で
、
基

本
的
な
用
語
・
概
念
の
明
確
化
と
体
系
化
を
重
視
し
た
。

　
こ
の
立
場
か
ら
著
者
は
、
棺
（
遺
体
を
直
接
に
納
め
る
容
器
）
・
榔
（
棺

を
覆
い
密
閉
す
る
構
築
物
）
・
室
（
棺
・
榔
を
納
め
る
住
ま
い
、
外
界
に
開

通
）
の
大
分
類
を
提
示
し
た
上
で
、
埋
葬
施
設
の
細
か
な
型
式
分
類
を
行
っ

た
。
ま
た
墓
を
作
っ
た
り
遺
体
・
副
葬
品
を
搬
入
す
る
た
め
の
墓
道
と
、
室

に
付
属
す
る
羨
道
を
区
別
し
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　
そ
の
型
式
の
細
別
が
詳
細
・
複
雑
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
理
解
し
や
す
い

の
は
、
型
式
の
大
別
が
体
系
的
で
明
確
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
本
書
は
こ
れ

ら
の
型
式
変
化
に
含
ま
れ
る
意
味
を
、
以
下
の
各
章
で
解
き
明
か
し
て
い
く

と
い
う
構
成
を
と
る
。

　
第
二
章
は
、
新
石
器
隣
代
以
来
の
漢
墓
の
形
成
過
程
と
地
域
的
な
特
色
を

述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
棺
と
榔
状
施
設
に
つ
い
て
新
石
器
時
代
後
半
に
出
現
し
た
が
、
帯
代

以
前
の
墓
制
を
代
表
す
る
底
板
を
備
え
た
箱
型
の
訳
業
は
山
東
省
漏
海
市
西

朱
封
M
1
（
龍
山
文
化
期
）
な
ど
に
お
い
て
特
別
な
身
分
の
人
の
墓
と
し
て

確
立
し
た
と
い
う
。
商
・
西
周
期
に
は
こ
れ
が
普
及
し
、
春
秋
戦
国
期
に
は

版
築
墳
丘
・
墓
上
建
築
が
加
わ
る
と
同
時
に
、
地
域
色
が
明
確
に
な
る
と
さ

れ
る
。

　
地
域
色
に
つ
い
て
は
中
原
・
東
方
・
北
方
の
榔
墓
、
秦
墓
、
楚
墓
、
江
南

の
土
敏
墓
、
に
つ
い
て
示
さ
れ
る
。
そ
の
詳
細
は
本
書
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、

従
来
は
室
墓
の
源
流
と
B
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
秦
の
地
下
式
土
洞
墓
を

榔
墓
の
～
種
と
評
価
し
、
始
皇
帝
陵
も
そ
の
可
能
性
が
高
い
と
評
価
し
た
。

ま
た
楚
墓
も
榔
墓
で
あ
る
が
、
複
雑
な
間
仕
切
り
が
発
達
す
る
一
方
、
棺
や

仕
切
板
に
聖
画
を
開
け
模
造
門
扉
に
発
達
し
た
こ
と
を
重
視
し
た
。
そ
れ
は

埋
葬
者
の
霊
魂
が
課
内
を
自
由
に
移
動
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
室
墓
の

成
立
の
出
発
点
に
な
る
と
さ
れ
る
。

　
第
三
章
は
大
型
墓
に
つ
い
て
、
中
国
墓
制
の
大
転
換
で
あ
る
売
代
に
お
け

る
榔
墓
か
ら
室
墓
へ
の
変
化
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
漢
代
の
大
型
墓
の
型
式
と
し
て
、
楚
の
伝
統
を
ひ
く
間
仕
切
り
型
榔

墓
、
前
漢
前
期
に
は
出
現
し
た
榔
護
型
榔
墓
（
榔
の
周
囲
に
材
木
を
小
口
積

み
す
る
）
、
前
漢
前
期
に
出
現
し
て
型
式
変
化
す
る
回
廊
確
言
墓
（
滑
道
に

向
か
っ
て
開
く
玄
門
と
羨
道
の
出
現
）
、
前
漢
前
期
に
崖
墓
と
し
て
始
ま
り

後
画
期
に
主
流
と
な
る
中
軸
雨
池
澄
型
室
墓
（
主
軸
に
沿
っ
て
諸
施
設
を
対

象
に
配
置
す
る
）
、
堂
廊
薬
室
墓
を
省
略
し
た
単
玄
室
型
室
墓
の
大
別
が
示
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さ
れ
た
。

　
こ
の
型
式
分
類
に
基
づ
い
て
室
墓
成
立
の
三
段
階
が
提
示
さ
れ
る
。
第
一

段
階
は
榔
護
型
榔
墓
に
お
け
る
模
造
門
扉
の
墓
道
に
向
か
っ
た
位
置
へ
の
固

定
と
大
型
化
、
第
二
段
階
は
圓
夏
型
棺
室
中
位
式
室
墓
に
お
け
る
羨
道
を
通

じ
て
の
外
界
と
の
開
通
と
玄
室
の
邸
宅
建
築
化
、
第
三
段
階
は
回
廊
型
棺
室

後
位
怪
魚
墓
と
中
軸
線
配
置
型
室
墓
に
お
け
る
祭
祀
空
閾
（
前
堂
）
の
分
離

と
天
井
構
造
の
発
達
で
あ
る
。
そ
れ
は
地
下
世
界
に
邸
宅
建
築
・
癖
馬
空
間

を
持
ち
込
む
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
霊
代
大
型
墓
の
立
地
は
山
と
河
に
そ
う

こ
と
が
多
く
風
水
思
想
に
基
づ
い
て
占
地
し
た
こ
と
が
後
述
さ
れ
る
。

　
第
四
章
は
中
小
型
墓
に
つ
い
て
、
大
型
墓
と
同
様
の
分
析
を
行
っ
た
も
の

で
あ
る
。

　
中
国
を
八
地
域
に
別
け
た
分
析
の
結
果
、
大
型
墓
と
は
異
な
っ
て
地
域
的

な
差
異
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
長
江
中
流
域

の
よ
う
に
室
墓
化
第
一
段
階
が
明
確
に
存
在
す
る
が
以
後
の
段
階
の
進
捗
が

遅
い
地
域
と
、
河
爾
・
長
安
周
辺
地
域
の
よ
う
に
同
第
一
段
階
が
明
瞭
で
は

な
い
が
第
二
段
階
以
後
の
埋
墓
化
が
顕
著
な
地
域
が
対
極
を
な
し
、
そ
の
中

間
的
な
在
り
方
も
含
め
て
多
様
な
地
域
差
が
存
在
し
た
。
ま
た
森
林
資
源
の

多
寡
に
応
じ
て
建
材
に
も
違
い
が
生
じ
た
。
そ
し
て
中
小
型
墓
の
室
墓
へ
の

移
行
が
前
漢
中
期
以
後
と
や
や
遅
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
型
墓
の
影
響
に
よ
っ

て
中
小
型
墓
の
室
墓
化
が
進
行
し
た
と
評
価
さ
れ
る
。

　
第
五
章
は
、
後
漢
墓
の
動
向
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
地
域
・
時
期
別
の
整
理
の
結
果
、
建
材
の
地
域
的
特
色
が
若
干
は
残
存
す

る
が
、
基
本
的
に
碑
石
造
が
主
流
と
な
り
室
墓
化
が
達
成
さ
れ
る
と
す
る
。

そ
し
て
埋
葬
施
設
内
の
祭
祀
空
間
・
雨
道
が
発
達
し
て
陵
園
寝
殿
建
築
・
石

造
墓
前
黄
落
な
ど
の
墳
墓
祭
祀
が
定
着
し
、
辺
境
地
域
に
ま
で
及
ぶ
墓
制
の

共
通
性
が
強
ま
っ
た
。
こ
れ
は
後
漢
帝
国
が
各
地
に
強
い
影
響
力
を
も
っ
た

結
果
と
評
価
し
た
。

　
他
方
、
後
漢
中
期
ま
で
の
数
少
な
い
回
廊
型
室
墓
は
依
然
と
し
て
王
侯
の

墓
で
あ
っ
た
が
、
後
漢
墓
全
体
を
通
じ
て
各
型
式
の
主
室
の
規
模
の
格
差
が

少
な
く
な
り
、
室
数
が
差
異
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
後
漢
期
に
は
、

中
央
と
地
方
あ
る
い
は
権
力
者
と
一
般
貴
族
の
埋
葬
施
設
に
関
す
る
序
列
の

規
制
が
緩
み
、
地
方
豪
族
も
大
規
模
な
玄
室
を
築
く
方
向
に
あ
っ
た
。

　
ま
た
漢
墓
の
重
要
な
特
徴
で
あ
る
天
井
部
の
発
達
（
平
頂
、
島
根
形
頂
、

撲
頂
、
ア
ー
チ
頂
、
窟
隆
頂
）
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
る
。
そ
の
変
化
は
河
爾

地
域
を
中
心
と
し
て
進
行
し
、
前
漢
後
期
に
出
現
し
て
後
申
出
に
広
ま
っ
た

窒
塵
頂
が
到
達
点
で
あ
る
。
弩
隆
頂
の
中
心
に
は
円
や
蓮
華
文
を
描
く
こ
と

が
多
く
、
室
墓
は
天
体
宇
宙
あ
る
い
は
仙
界
と
意
識
さ
れ
た
と
評
価
さ
れ
る
。

　
第
六
章
は
、
従
来
あ
ま
り
詳
し
く
追
究
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
墳
丘
を
考
察

し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
墳
丘
出
現
の
諸
説
を
検
討
し
て
、
築
造
法
を
整
理
し
た
。
次
い
で
墳

丘
型
式
を
墳
墓
～
体
型
（
土
激
墓
）
、
地
下
の
埋
葬
施
設
の
上
に
版
築
の

方
・
円
丘
を
築
く
墳
墓
分
離
型
、
山
を
墳
丘
と
す
る
山
陵
型
に
大
別
し
て
、

そ
の
推
移
を
復
元
し
た
。

　
そ
し
て
商
周
期
は
江
南
地
域
の
土
激
墓
を
除
い
て
基
本
的
に
墳
丘
を
築
く

こ
と
は
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
春
秋
前
期
以
後
に
墳
墓
分
離
型
の
方
墳
・

長
方
形
墳
が
増
加
し
、
戦
国
期
に
は
方
形
壇
を
も
つ
方
墳
が
主
流
と
な
る
過

程
を
示
し
た
。
ま
た
趙
の
地
域
ほ
か
で
段
築
成
が
始
ま
り
、
秦
の
地
域
で
は

大
型
墓
や
複
数
の
墓
を
囲
む
囲
壕
が
発
達
し
た
と
い
う
。
秦
・
前
漢
前
期
に

は
、
三
段
築
成
の
方
墳
・
陵
園
・
寝
殿
建
築
な
ど
大
規
模
な
皇
帝
陵
が
出
現

し
た
が
、
前
漢
中
期
以
後
に
は
方
形
壇
や
段
築
は
衰
退
傾
向
と
な
り
、
王
侯

156　（484）



評書

墓
や
中
小
型
墓
も
版
築
方
墳
が
主
流
を
な
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
後
漢
期

の
大
型
墓
・
中
小
型
墓
は
円
墳
・
方
壇
円
墳
が
増
加
す
る
と
い
う
大
き
な
変

化
が
生
じ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
こ
の
中
で
も
墳
墓
分
離
型
の
版
築
墳
丘
が
出
現
・
発
展
し
た
背
景
に
つ
い

て
、
そ
れ
が
春
秋
期
の
中
原
の
周
辺
地
域
で
先
行
し
て
出
現
し
、
戦
国
期
に

は
諸
侯
・
列
強
が
こ
れ
を
競
っ
て
築
い
た
こ
と
か
ら
、
墳
墓
祭
祀
と
の
関
わ

り
は
薄
く
、
新
興
の
権
力
者
の
現
世
的
な
力
の
誇
示
と
評
価
し
た
。
ま
た
前

漢
中
期
以
後
に
お
け
る
頂
部
付
近
の
三
段
築
成
は
毘
器
山
を
イ
メ
～
ジ
し
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
。
後
漢
期
に
墳
丘
が
方
形
か
ら
円
形
に
変
化
す
る
理
由

と
し
て
は
、
墳
丘
が
宇
宙
観
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
弩
薩
頂
玄

室
の
定
着
と
一
連
の
現
象
と
位
遣
づ
け
た
。

　
第
七
章
は
、
副
葬
品
の
内
容
と
配
置
か
ら
埋
葬
施
設
の
空
間
利
用
を
復
元

し
た
も
の
で
あ
る
。
祭
祀
や
他
界
観
を
復
元
す
る
上
で
重
要
な
考
察
で
あ
る
。

　
副
葬
品
と
し
て
、
礼
楽
器
（
酒
器
・
食
器
・
水
器
・
楽
器
な
ど
被
葬
者
の

生
前
の
地
位
を
誇
示
す
る
器
物
）
、
生
活
実
用
品
（
飲
食
器
・
家
具
調
度
・

衣
装
寝
具
・
装
身
具
・
文
房
具
な
ど
被
葬
者
の
生
前
の
愛
用
品
）
、
威
信
財

（
車
馬
旦
ハ
・
武
器
・
武
具
な
ど
被
葬
者
が
生
前
に
威
信
を
得
た
器
物
）
、
鎮

墓
辟
邪
品
（
鎮
墓
獣
・
鎮
墓
質
入
・
買
地
券
・
朱
書
魂
瓶
な
ど
地
下
の
死
考

を
守
護
し
、
死
者
の
災
厄
か
ら
現
世
を
守
る
器
物
）
、
供
献
祭
祀
贔
（
鼎
・

狙
・
玉
杯
・
耳
杯
・
几
案
な
ど
食
物
を
供
献
ず
る
器
物
）
、
明
器
（
倉
・

竃
・
井
戸
・
測
ほ
か
多
種
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
製
品
）
の
六
大
別
が
示
さ
れ
て
、

配
置
が
分
析
さ
れ
る
。

　
そ
の
考
察
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
主
要
な
点
の
み
を
紹
介
す
る
。

　
榔
墓
に
お
い
て
は
、
舌
内
の
被
葬
者
は
装
身
具
を
身
に
つ
け
、
棺
外
の
榔

内
に
礼
楽
器
・
生
活
実
用
品
・
威
信
財
な
ど
を
種
類
別
に
配
置
す
る
こ
と
が

基
本
で
あ
る
。
副
葬
品
の
質
と
景
は
被
葬
者
の
身
分
差
や
年
代
の
推
移
に
応

じ
て
変
化
が
あ
る
。
こ
の
中
で
戦
国
期
の
楚
墓
に
お
い
て
、
い
ち
早
く
鎮
墓

辟
邪
品
と
供
献
祭
祝
品
が
禺
現
し
て
漢
代
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
重
視
さ

れ
る
。
そ
し
て
藤
代
を
含
め
て
密
閉
型
の
榔
墓
で
は
、
地
下
の
遣
体
と
地

上
・
天
上
と
の
つ
な
が
り
は
志
向
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
評
価
し
た
。

　
外
界
と
開
通
す
る
百
代
の
仁
道
で
は
、
副
葬
晶
の
構
成
と
配
置
が
大
き
く

変
化
し
た
と
さ
れ
る
。
回
廊
型
虚
血
に
お
い
て
は
、
従
来
と
同
様
の
副
葬
品

種
類
別
配
置
を
行
う
が
、
礼
楽
器
の
衰
退
が
著
し
く
玄
門
前
面
や
前
室
に
お

け
る
供
献
祭
祀
が
活
発
化
し
た
。
ま
た
宗
廟
祭
祀
を
つ
か
さ
ど
る
宮
職
名
を

書
く
事
例
か
ら
、
埋
葬
儀
礼
終
了
後
も
墳
墓
祭
祀
を
継
続
す
る
志
向
が
生
ま

れ
た
と
指
摘
さ
れ
る
。

　
中
軸
線
配
置
型
室
墓
で
は
、
各
部
屋
を
車
馬
庫
・
食
料
庫
・
武
器
庫
な
ど

と
し
、
後
室
に
生
活
実
用
品
、
前
室
に
供
献
祭
祀
品
を
置
く
な
ど
の
使
い
別

け
が
明
瞭
で
あ
る
。
後
漢
期
に
は
、
黒
檀
祭
器
漏
と
明
器
が
さ
ら
に
比
率
を

高
め
て
、
三
献
祭
祀
空
間
を
一
層
整
備
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
小
埋
墓
の

副
葬
品
配
置
も
、
基
本
は
大
型
墓
と
共
通
し
た
と
い
う
。

　
ま
た
被
葬
者
の
死
後
の
生
活
に
供
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
明
器
に
つ
い
て
も
、
そ
の
意
味
を
さ
ら
に
追
究
し
た
。
中
で
も
明
器
を
代

表
し
て
定
型
的
な
配
置
を
と
る
倉
・
竈
・
井
戸
・
厨
が
、
五
総
や
陰
陽
思
想

と
関
わ
り
、
地
下
邸
宅
（
陰
宅
）
の
風
水
の
吉
凶
を
整
え
る
も
の
と
さ
れ
た
。

　
第
八
章
は
、
絵
画
・
文
字
資
料
か
ら
他
界
観
の
推
移
を
考
察
し
た
も
の
で

あ
る
。

　
ま
ず
中
国
で
は
新
石
器
時
代
前
期
か
ら
龍
と
虎
の
造
形
が
あ
り
、
死
者
の

霊
魂
が
乗
龍
昇
天
す
る
不
死
の
思
想
が
存
在
し
て
、
以
後
の
時
代
に
影
響
を

及
ぼ
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
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戦
国
期
に
は
榔
墓
の
装
飾
が
盛
ん
と
な
り
、
棺
・
榔
や
衣
裳
箱
に
描
く
漆

絵
や
棺
蓋
や
榔
壁
に
飾
る
吊
顕
か
ら
、
他
界
観
が
考
察
さ
れ
る
。
そ
の
特
色

は
、
被
葬
者
を
写
実
的
に
描
き
、
龍
・
龍
舟
や
鳳
の
引
導
で
昇
天
す
る
こ
と

で
あ
り
、
新
石
器
時
代
の
乗
龍
昇
天
思
想
の
系
譜
を
引
く
と
評
価
さ
れ
た
。

前
漢
前
期
の
長
沙
馬
王
春
漢
墓
に
お
い
て
は
天
地
を
複
雑
に
描
き
わ
け
る
よ

う
に
な
る
が
、
被
葬
者
が
儀
式
・
饗
宴
を
受
け
て
天
界
に
旅
立
つ
場
面
を
描

き
、
伝
統
的
な
昇
天
図
の
完
成
と
評
価
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
前
漢
中
期

に
な
る
と
、
天
上
図
に
日
月
ほ
か
に
加
え
て
蓬
莱
山
な
ど
の
仙
山
を
霊
魂
の

至
る
場
所
と
し
て
描
く
よ
う
に
な
り
、
昇
天
思
想
は
昇
仙
思
想
に
整
備
さ
れ

た
と
い
う
。

　
室
墓
の
壁
画
・
醸
像
碑
・
画
像
石
な
ど
の
多
様
な
装
飾
に
つ
い
て
は
、
題

材
か
ら
昇
仙
図
・
瑞
祥
図
・
天
像
図
・
物
語
図
に
大
別
し
た
。
昇
仙
図
・
瑞

祥
図
は
死
者
の
昇
仙
思
想
を
、
生
前
図
と
儒
教
思
想
に
基
づ
く
物
語
図
は
現

世
社
会
を
描
き
、
玄
室
天
井
に
描
く
日
月
星
象
な
ど
の
天
像
図
は
玄
室
に
天

体
窒
隆
を
持
ち
込
み
天
上
と
地
下
を
つ
な
ぐ
と
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
は
論
難
の
装
飾
に
似
た
昇
仙
・
瑞
祥
図
か
ら
始
ま
る
が
、
四
神
・

仙
山
な
ど
が
加
わ
り
、
前
漢
後
期
に
は
生
前
図
・
物
語
図
が
出
現
し
て
天
門

ほ
か
の
題
材
が
著
し
く
増
加
し
た
。
天
門
1
1
玉
霰
は
、
被
葬
者
が
神
仙
世
界

に
入
る
入
口
で
あ
る
と
い
う
。

　
鑑
賞
資
料
は
戦
国
中
期
～
前
漢
期
の
芝
露
出
土
の
ト
笠
祈
聴
文
・
聖
訓
類
、

後
漢
期
の
室
墓
出
土
の
買
地
券
・
冥
界
文
書
な
ど
か
ら
魂
醜
思
想
や
祖
霊
観

の
変
化
が
考
察
さ
れ
る
。
戦
国
中
期
に
祖
霊
は
「
父
」
を
意
識
す
る
よ
う
に

な
り
、
子
孫
を
加
護
し
た
り
繋
る
と
考
え
ら
れ
、
前
漢
期
に
天
上
の
精
魂
と

地
下
の
晶
群
が
結
合
し
た
鬼
神
が
出
現
し
た
と
い
う
。
ま
た
地
下
冥
界
へ
の

関
心
が
高
ま
り
、
箕
界
の
主
に
被
葬
者
の
情
報
を
伝
達
す
る
告
地
策
が
出
現

し
て
、
後
趨
勢
の
鎮
墓
瓶
や
買
地
券
に
つ
な
が
る
。
漢
人
の
死
後
の
願
い
は
、

霊
魂
が
天
に
昇
っ
て
仙
人
に
な
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
れ
が
榔
か
ら
室
、
羨

道
・
玄
門
・
祭
鵜
空
間
の
出
現
、
天
体
を
表
象
す
る
窓
離
塁
の
定
着
を
も
た

ら
し
た
と
さ
れ
る
。

　
第
九
章
は
、
墳
墓
祭
祀
と
宗
廟
祭
祀
を
総
合
し
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
中
国
で
は
新
石
器
時
代
（
仰
詔
文
化
前
期
）
以
後
、
霊
魂
昇
天
の
思
想
が

あ
り
、
新
石
器
時
代
か
ら
戦
国
期
に
至
る
ま
で
居
住
地
と
墓
地
が
隣
接
す
る

伝
統
が
根
強
い
こ
と
か
ら
、
死
者
に
対
す
る
恐
れ
は
希
薄
で
あ
り
、
祖
霊

（
祖
先
神
）
が
重
要
な
信
仰
の
対
象
で
あ
っ
た
と
し
た
。
そ
し
て
黒
磯
か
ら

戦
国
期
に
至
る
ま
で
、
祖
霊
を
迎
え
て
祭
る
宗
廟
祭
祀
が
同
族
結
合
の
要
と

し
て
重
要
で
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て
人
の
死
は
魂
と
醜
（
肉
体
）
の
分
離

で
あ
り
、
魂
は
天
に
昇
っ
て
祖
霊
と
な
り
、
醜
は
地
下
に
帰
っ
て
鬼
醜
に
な

る
と
す
る
考
え
が
確
立
し
た
が
、
戦
国
期
の
楚
に
お
い
て
は
天
か
ら
降
り
た

魂
が
、
生
前
の
生
活
環
境
や
墓
に
も
出
入
り
す
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
が
榔

墓
に
お
け
る
模
造
門
扉
を
生
ん
だ
と
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
評
価
か
ら
祖
霊
祭
祀
の
場
は
定
期
的
に
祖
霊
を
迎
え
る
宗
廟

で
あ
り
、
墓
は
鬼
醜
を
地
下
に
帰
す
一
回
限
り
の
密
閉
装
置
で
あ
っ
た
と
さ

れ
る
。
宗
廟
の
構
造
は
前
朝
後
人
と
呼
ば
れ
る
宮
殿
風
の
配
置
の
も
の
で
あ

り
、
朝
は
祖
霊
祭
祀
、
寝
は
先
祖
の
遺
品
を
置
く
場
で
あ
る

　
こ
の
よ
う
な
在
り
方
が
変
化
す
る
端
緒
は
戦
国
期
の
方
壇
方
墳
の
築
造
や

墓
上
建
築
・
陵
囲
の
成
立
で
あ
る
が
、
被
葬
者
個
人
の
記
念
的
性
格
が
強
く

宗
潮
祭
祀
に
代
わ
る
も
の
で
は
な
い
と
評
価
さ
れ
る
。
そ
し
て
墳
墓
祭
祀
の

確
立
は
、
秦
始
皇
帝
陵
の
北
側
か
ら
発
見
さ
れ
た
寝
殿
建
築
に
お
い
て
、
被

葬
者
の
個
人
霊
を
継
続
的
に
祭
り
供
醒
し
た
こ
と
に
あ
る
と
評
価
し
た
。
こ

れ
を
端
緒
と
し
て
、
前
漢
皇
帝
陵
の
霊
園
建
築
は
前
朝
後
記
の
宗
廟
型
と
な
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書

る
。
こ
れ
が
墳
墓
祭
祀
と
宗
廟
祭
祀
が
一
体
と
な
っ
た
丸
寝
制
度
の
確
立
と

評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
在
り
方
は
後
二
期
に
は
、
中
小
型

墓
に
も
及
び
、
墓
は
、
鬼
醜
の
収
容
施
設
で
は
な
く
魂
を
含
む
鬼
神
の
住
い

と
認
識
さ
れ
祭
祀
が
実
行
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
思
想
的
な
背
景
は
儒
教

の
「
孝
扁
に
あ
る
と
推
定
さ
れ
た
。

　
終
章
で
は
、
本
書
を
総
括
し
て
榔
墓
か
ら
室
墓
に
転
換
す
る
漢
墓
の
歴
史

的
意
義
を
提
示
し
た
。

　
中
国
の
伝
統
的
な
葬
制
で
あ
る
榔
墓
か
ら
室
墓
に
転
換
す
る
過
程
に
お
い

て
、
前
半
は
長
江
中
流
域
、
後
半
は
河
南
・
長
安
地
域
が
主
導
し
て
、
複
雑

な
過
程
で
広
ま
る
。
後
細
砂
の
ア
ー
チ
頂
・
背
丁
度
の
室
墓
の
画
一
的
広
ま

り
は
統
一
帝
国
の
復
活
を
示
し
、
後
漢
後
期
に
は
地
方
豪
族
が
諸
侯
王
に
匹

敵
す
る
の
規
模
の
墓
を
営
む
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
室
墓
成
立
の
思
想
息
継
畢
は
、
昇
天
し
た
魂
・
祖
霊
を
宗
廟
で
祭
り

鬼
醜
を
墓
に
密
封
す
る
二
元
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
、
複
合
的
陵
墓
施
設

に
お
い
て
両
者
を
統
合
す
る
新
し
い
葬
送
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
へ
の
転
換
で
あ
る
。

秦
始
皇
帝
陵
の
築
造
が
そ
の
転
機
を
な
し
、
漢
代
に
は
埋
葬
施
設
が
外
界
に

逓
じ
て
昇
仙
患
想
が
強
ま
り
、
天
体
を
象
徴
す
る
弩
篠
頂
が
盛
行
し
た
。
そ

の
結
果
、
墓
は
死
者
の
葬
送
の
場
と
し
て
よ
り
、
祖
先
・
自
己
・
子
孫
を
つ

な
ぐ
場
と
し
て
の
機
能
を
高
め
た
。

　
中
国
墓
制
の
モ
デ
ル
は
、
東
ア
ジ
ア
各
地
に
お
け
る
墓
制
の
展
開
を
研
究

す
る
土
台
と
な
る
。三

　
以
上
、
本
書
の
多
岐
に
わ
た
る
論
考
の
一
端
を
紹
介
し
た
。
そ
れ
は
長
い

時
代
・
広
い
地
域
・
膨
大
な
数
の
資
料
を
的
確
に
分
析
し
て
、
明
確
な
評
価

を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
成
果
は
、
読
者
の
東
ア
ジ
ア
葬
制
に
規
す
る

多
く
の
視
点
に
、
刺
激
と
指
針
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
そ
の
主
要
な

論
点
を
再
掲
し
て
若
干
の
意
見
を
述
べ
た
い
。

　
本
書
の
論
考
の
基
礎
は
、
考
古
情
報
の
多
角
的
で
緻
密
な
研
究
に
よ
っ
て
、

編
年
・
地
域
差
・
階
層
差
の
枠
組
み
を
提
示
し
た
こ
と
に
あ
る
。
中
国
葬
制

の
体
系
的
な
研
究
と
し
て
、
直
島
噌
中
国
皇
帝
陵
の
起
源
と
変
遷
騙
一
九
八

一
年
が
存
在
し
た
が
、
本
書
の
埋
葬
施
設
・
墳
丘
施
設
・
副
葬
品
の
幅
広
い

考
察
は
、
従
来
の
研
究
の
水
準
を
飛
躍
的
に
高
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
考
察
の
結
果
、
喜
喜
と
室
墓
の
大
別
の
重
要
性
が
提
示
さ
れ
、
単
純

で
は
な
い
室
墓
の
形
成
・
普
及
の
過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
の
プ
ロ
セ

ス
に
お
い
て
戦
国
期
秦
墓
よ
り
楚
墓
を
重
視
し
、
秦
始
皇
帝
陵
に
至
る
秦
墓

を
榔
墓
と
位
置
づ
け
た
こ
と
は
、
‘
従
来
の
通
説
を
大
き
く
見
直
す
も
の
で
あ

る
。
従
来
知
ら
れ
て
い
た
戦
国
期
楚
墓
の
物
質
的
な
豊
か
さ
の
歴
史
的
意
義

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
考
え
る
。

　
墳
丘
に
つ
い
て
、
春
秋
・
戦
国
期
に
出
現
・
普
及
し
た
方
形
版
築
を
基
調

と
す
る
墳
丘
は
新
興
の
権
力
者
の
力
を
記
念
碑
的
に
誇
示
し
た
も
の
、
前
漢

中
期
以
後
の
段
築
構
造
が
消
滅
し
て
墳
頂
付
近
に
三
段
築
成
を
行
う
壌
丘
は

箆
盗
山
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
、
後
漢
期
の
円
形
原
理
へ
の
変
化
は
墳
丘
が

宇
宙
観
を
表
象
し
た
結
果
と
提
言
さ
れ
た
。
墳
丘
出
現
の
理
由
と
し
て
楊
寛

氏
は
家
屋
を
象
っ
て
墓
城
・
墳
丘
を
営
ん
だ
こ
と
や
爵
位
に
基
づ
く
身
分
制

度
が
成
立
し
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
た
が
、
鶴
者
の
考
え
は
ほ
ぼ
否
定
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
た
だ
評
者
は
新
興
の
権
力
者
の
記
念
碑
の
出
現
が
、
新
た
な
身

分
制
度
の
形
成
と
関
わ
っ
た
可
能
性
は
少
な
く
な
い
と
思
う
。
今
後
、
さ
ら

に
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
副
葬
品
の
考
察
も
多
岐
に
わ
た
る
が
、
食
器
（
貯
蔵
具
・
調
理
具
・
煮
炊
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き
具
・
飲
食
具
）
と
一
括
し
が
ち
な
資
料
を
、
空
間
的
配
置
か
ら
礼
楽
器
・

生
活
実
用
品
・
供
献
祭
祀
品
に
大
別
し
た
こ
と
は
、
評
者
な
ど
に
は
極
め
て

重
要
な
成
果
で
あ
る
。
そ
の
識
別
と
盛
衰
の
復
元
は
甲
羅
を
評
価
す
る
上
で

有
効
で
あ
っ
た
が
、
器
物
の
象
徴
姓
や
集
落
遺
跡
で
の
研
究
に
も
大
き
く
稗

益
す
る
と
思
う
。
明
器
の
倉
・
竈
・
井
戸
・
鵬
な
ど
に
宗
教
的
意
味
が
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
も
大
き
な
成
果
で
あ
る
。

　
本
書
は
こ
の
よ
う
な
考
古
資
料
の
分
析
に
と
ど
ま
ら
ず
、
絵
画
・
文
字
資

料
か
ら
生
命
観
・
他
界
観
の
復
元
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
を
援
用
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
上
記
の
考
古
資
料
の
分
析
に
碁
つ
い
た
評
価
が
、
絵

画
・
文
字
情
報
と
の
相
乗
効
果
を
高
め
て
い
る
こ
と
が
本
書
の
特
色
で
あ
る
。

　
な
お
埋
葬
資
料
か
ら
何
を
知
り
得
る
か
に
つ
い
て
は
世
界
的
に
議
論
が
な

さ
れ
て
い
る
が
、
プ
ロ
セ
ス
考
古
学
は
現
世
の
社
会
構
造
の
反
映
を
読
み
取

る
こ
と
を
重
視
す
る
の
に
対
し
て
、
ポ
ス
ト
・
プ
ロ
セ
ス
考
古
学
は
死
後
観

の
復
元
が
先
決
と
考
え
る
。
日
本
考
古
学
に
は
両
者
の
研
究
が
存
在
す
る
が
、

プ
ロ
セ
ス
考
古
学
的
な
指
向
が
強
い
。
ポ
ス
ト
・
プ
ロ
セ
ス
考
古
学
を
評
価

す
る
評
者
に
と
っ
て
、
本
書
は
貴
重
な
成
果
で
あ
る
。

　
著
者
は
魂
醜
（
霊
魂
と
肉
体
）
か
ら
な
る
生
命
観
、
死
後
の
魂
の
昇
天
と

祖
霊
化
・
魂
の
地
下
で
の
鬼
魂
化
と
い
う
観
念
の
中
で
、
祖
霊
の
宗
潮
祭
器
、

遺
体
の
榔
墓
へ
の
密
封
が
な
さ
れ
た
と
評
価
し
て
い
る
。
新
石
器
時
代
後
半

か
ら
戦
国
期
に
至
る
長
い
憂
悶
の
中
で
の
榔
墓
の
推
移
や
地
域
差
を
明
ら
か

に
す
る
一
方
で
、
こ
の
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
が
著
者
の
大
き
な
主
張
の
一

つ
で
あ
る
。

　
評
者
の
本
書
に
対
す
る
唯
一
の
疑
問
は
、
著
者
が
墓
の
地
域
差
を
他
界
観

の
違
い
で
は
な
く
、
森
林
資
源
ほ
か
の
環
境
的
要
因
で
説
明
す
る
こ
と
が
多

い
こ
と
で
あ
る
。
環
境
の
違
い
は
世
界
観
・
死
後
観
の
違
い
と
関
わ
る
こ
と

が
多
い
。
中
国
に
お
い
て
昇
天
思
想
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
が
、

長
江
流
域
や
沿
海
地
帯
の
舟
・
亀
・
驚
・
魚
な
ど
の
絵
画
・
造
形
か
ら
は
、

海
の
彼
方
の
聖
地
観
も
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
墓
以
外
の
宗
教

的
器
物
も
加
え
た
各
地
の
宗
教
観
の
復
元
を
期
待
し
た
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
室
墓
が
営
ま
れ
る
時
代
に
は
、
墳
墓
祭
祀
に
宗
廟
の
機
能

を
集
約
し
て
昇
伯
患
想
が
整
備
さ
れ
、
魂
と
醜
が
再
合
体
し
た
鬼
神
の
観
念

も
生
ま
れ
た
と
い
う
。
こ
の
中
国
葬
制
史
上
の
大
転
換
で
あ
る
陵
寝
制
度
の

出
現
に
つ
い
て
楊
寛
氏
は
秦
漢
期
に
確
立
す
る
も
の
の
戦
国
期
あ
る
い
は
商

周
期
以
来
の
発
展
形
態
と
評
価
し
て
い
た
が
、
著
者
が
そ
の
端
緒
を
秦
始
皇

帝
陵
と
そ
の
陵
園
建
築
の
造
営
に
求
め
た
こ
と
は
重
要
な
提
言
で
あ
る
。
著

者
は
始
皇
帝
陵
は
依
然
と
し
て
榔
墓
と
評
価
し
て
い
る
の
で
、
統
一
国
家
の

成
立
に
伴
う
祭
祀
形
態
の
変
革
が
埋
葬
施
設
の
変
革
に
若
干
先
行
し
た
と
評

価
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
今
後
さ
ら
に
検
証
が
必
要
な
と
こ

ろ
と
思
う
が
、
評
者
は
宗
教
観
の
復
元
を
社
会
構
造
の
復
元
に
達
ね
る
端
緒

が
得
ら
れ
た
と
評
価
し
て
い
る
。

　
本
書
が
論
じ
た
点
は
さ
ら
に
詳
細
・
多
岐
に
わ
た
る
が
、
読
者
各
位
が
本

書
に
接
し
て
評
価
さ
れ
た
い
。
ま
た
中
国
は
古
く
よ
り
東
ア
ジ
ア
諸
地
域
と

関
わ
り
、
そ
の
関
係
性
の
解
明
は
日
本
考
古
学
に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題
で

あ
る
。
日
本
の
古
墳
の
埋
葬
施
設
も
竪
穴
式
（
榔
）
か
ら
横
穴
式
（
室
）
へ

と
中
国
に
似
た
変
化
を
た
ど
っ
た
が
、
年
代
的
な
ず
れ
も
あ
り
中
国
思
想
と

の
関
わ
り
に
関
す
る
評
価
は
確
立
し
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
日
・
朝
・
中
の

考
古
情
報
の
共
通
点
・
相
違
点
を
論
じ
る
だ
け
で
は
、
永
久
に
水
掛
け
論
に

終
わ
る
で
あ
ろ
う
。
評
者
は
そ
れ
を
解
決
す
る
一
つ
の
方
法
が
、
各
地
で
本

書
に
お
け
る
よ
う
に
総
合
的
な
考
察
か
ら
生
命
・
他
界
観
を
復
元
し
て
相
互

に
比
較
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
る
。
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本
書
は
二
…
世
紀
の
始
ま
り
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
、
中
国
葬
制
史
研
究

の
好
著
で
あ
る
。
著
者
は
｝
九
九
〇
年
か
ら
六
年
間
京
都
大
学
文
学
部
大
学

院
に
在
籍
し
、
一
九
九
七
年
に
京
都
大
学
博
士
（
文
学
）
を
授
与
さ
れ
た
が
、

本
書
は
そ
の
成
果
を
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
著
者
の
資
質
と
努
力

に
よ
っ
て
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
日
本
考
古
学
が
い
さ
さ
か
な
り

と
も
稗
益
し
て
い
る
な
ら
、
評
者
ら
の
大
き
な
喜
び
と
し
た
い
。
著
者
の
今

後
の
さ
ら
な
る
研
究
の
発
展
と
日
中
学
術
交
流
で
の
活
躍
を
祈
念
し
つ
つ
、

単
球
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
す
る
。
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